
要旨

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により，2020 年度前期を全面オンライン授業で行うことになっ
た。例年，演習系授業科目として附属幼稚園との連携を軸にグループでの実習(本学紀要 471)を計画・
実践し，振り返りを行ってきた。授業の学びの主となる実践体験に近づける内容をオンライン授業でど
のように行うことが可能であるか，短期間に計画し実践した。
通常は⼦①打ち合わせ・準備段階⼧⼦②実践・観察段階⼧⼦③振り返り段階⼧の⚓段階で実習体験を行って

いたが，今回のオンライン授業では，⚕段階に分けて行った。
本稿は学生の振り返りレポート・アンケートから演習系の学びをオンライン授業でどのように習得し

ていったかをまとめたものである。結果として，学生は，オンライン授業ならではの学びも多くあった
が，子どもや学生・教員と実際に関わりながら今まで当たり前に行われていた授業での学びの本質に気
づくことができた。このことは担当教員らも同様であった。
今回のオンライン授業の体験と従来の対面での授業の特長を活かし，今後の授業内容に繋げていきた

い。
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Ⅰ．はじめに

本稿は，新型コロナウィルス感染症の感染拡大により，2020 年度前期の授業を全面オンライン授業で
行うことになり，例年同様の授業の学びに近づける内容を計画し，学生の学びのプロセスをまとめたも
のである。本授業(グループ実習)は，演習科目⼦保育技術演習⼧(2020 年度より⼦幼児教育の方法と技術⼧
に変更)の授業形態として附属幼稚園との連携を軸に行ってきた複数学生で実践する学内実習である。
グループ実習は保育者になるために必要な様々な実習力2(学生レベルの保育力)を育てることをねらい
とし，時代の変遷によりカリキュラム内容を少しずつ変更させながらも保育科開設当初より続けられて
いる。今年度は実習力の中の社会人力，特にコミュニケーション力(自分の気持ちや考えを相手に伝え
る力，他の人の話を聞く力など)をオンライン授業で学生にどのように伝えていくかが大きな課題となっ
た。通常は，⼦①打ち合わせ・準備段階⼧⼦②実践・観察段階⼧⼦③振り返り段階⼧の⚓段階の実習体験を行っ
ていた。各段階のねらいは，⼦①担当保育者よりカリキュラムに沿ったテーマを提示され，その内容を聞
き取り，そこからグループ内で意見を出し合い，各自の特性を活かして準備していく。⼧⼦②実習者は，計
画した内容に基づき，実際に子ども達との関わりを楽しむ。観察者は，実習者の保育内容を客観的に観
察することで，自分の保育観を考え，新たな学びを得る機会となる。⼧⼦③幼稚園でのクラス毎の振り返り，
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学内での全体での振り返り，レポートによる各自の振り返りをし，実習者・観察者それぞれの今後に活
かせる課題を見つける。⼧と設定していた。それらのねらいをオンライン授業でも同様の学びに近づける
ように計画し，実践した。その実践報告とともに授業内容を考察し，今後の授業へと繋げていくことと
する。

Ⅱ．方法

⚑)対象
2020 年度 本学保育科⚒年生 100 名

⚒)分析資料
2020 年⚖月 ペア指導案を作成後のアンケート 回収率 99％
※アンケートテーマ
①ペアと相談する時はどのような手段をつかいましたか(複数選択可)
②その他を選択した人は具体的にどのような手段で行いましたか
③指導案完成までにどのくらいの時間がかかりましたか
④授業時間外も使った人はどのくらいの時間がかかりましたか

2020 年⚗月 授業最終回の振り返りレポート 回収率 99％
※レポートテーマ
①グループ実習の指導案作成から気づいたことや学べたこと
②ペアで指導案作成と発表から気づいたことや学べたこと
③個人で指導案作成と発表から気づいたことや学べたこと
④全体を通しての感想(オンライン授業についても)

Ⅲ．授業の取り組みと考察

オンライン授業においても今まで同様の学びに近づけるように，下記のような授業内容を計画し，取
り組んでいった。その授業の学びについてペア指導案を作成後のアンケート・学生の振り返りレポート
を基に考察していく。
○⚑段階 ⼦グループ実習の指導案作成⼧
【授業の取り組み】
動画アプリケーションGoogle Meet と Google スライド資料(資料⚑)を用いて説明を行った。
指導案作成の経験が少ない学生に対して，昨年度のグループ実習で使用した指導案(資料⚒)の⼦日課

とねらい⼧⼦実習生の行動・留意点⼧の欄を参考に，⼦ねらい⼧⼦予想される子どもの活動⼧⼦環境構成・その
他⼧の欄を記入し，個々に指導案を完成させていった。授業のねらいとしては，⼦指導案作成の方法を学
ぶ⼧ことを主として計画した。作成方法は，原則としてパソコンでの作成を予定していたが，インター
ネット環境が整っていない学生のために，手書きでも作成できる指導案用紙をあらかじめ送付した。ま
た，最後に⼦過去のグループ実習指導案 原案⼧(資料⚓)と⼦学生が作成したグループ実習指導案例⼧(資
料⚔)を提示し，比較することで更なる学びへと繋げていった。
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資料⚑ Google スライド資料⼦グループ実習指導作成の指導⼧

資料⚒ ⼦過去のグループ実習指導案に穴埋め方式で作成⼧

資料⚓ ⼦過去のグループ実習指導案 原案⼧



〈振り返りレポートより学生の声を抜粋〉
○良かった点
・グループ実習の指導案は先輩が書いていたものの続きというのもあって，すごくその場の光景を
想像しやすくて，書きやすかったです。

・全てを初めから書くわけではなかったのでどのように書くと良いのかをイメージすることができ
て，他の指導案を書く基盤となりました。

・実際にグループ実習はできませんでしたが，自分は，子どもの予想できる様子などを詳しく書い
ていなかったため，先輩のお手本をみることで書くことがどれだけ大切かという事を学びました。

○課題となる点
・自分で考えた指導案ではなかったので子どもの姿を予想するのがとても大変でした。
・予想される子どもたちの活動などが，先輩の予想したとおりに書かなくてはいけないような気が
してしまい少し難しかった。

【考察】
指導案作成の経験が少ない学生に対して，全てを一から考えることよりも，先輩たちの考えた指導案

を参考として使用することが既成の教材を使用するよりも身近に感じられ，取り組みやすいのではと考
え実践した。その結果，多くの学生がイメージを膨らませ，指導案を作成することができていた。一方，
少数ではあるが，他の人が考えた指導案に自分の考えを記述することの難しさを感じている学生もいた。
また，スマートフォンでは記入できないというアクシデントがあり，あらかじめ送付していた手書き用
の指導案用紙を使用することで対応した。

060 オンライン授業に向けた取り組みの一考察 森川由衣 秋山ゆみ子 清和友美 061

資料⚔ ⼦学生が作成したグループ実習指導案例⼧



これらのことより，ねらいとしていた⼦指導案作成方法⼧を基礎から個々に学ぶことができ，指導案を
作成する上で細かな点まで考えていく必要性を認識できたと考える。また，他の学生が立案した指導案
に沿って自分の考えを記述する難しさを感じていた点については，動画や写真等を用いた説明をするこ
とで，指導案の内容への理解を深め，情景のイメージを膨らませることもできたのではと考える。

○⚒段階⼦ペアで部分実習指導案の作成⼧，⚓段階⼦ペアで部分実習指導案の発表⼧
【授業の取り組み】
学生のペア・対象年齢・テーマ(⼨ゲーム⼩⼨リズム遊び⼩⼨製作⼩から一つ)を指定した。ペアによる取り

組みについては，立案する中で傾聴力(相手の意見を丁寧に聴く)・柔軟性(意見の違いやお互いの立場を
理解する)等のコミュニケーション力が養われていくことを目的として担当教員らが組み立てを行った。
発表時には，他の対象年齢・テーマの指導案の内容も学べるように配慮していった。授業のねらいとし
ては，⼦指導案を作成する中でコミュニケーション力を養う⼧ことを主として計画した。
⚒段階の⼦ペアによる部分実習の指導案作成⼧時，連絡手段として，LINE や電話等の学生が使用しや

すい方法をとること，指導案の作成は，原則としてパソコンでの作成を予定していたが，インターネッ
ト環境が整っていない学生もいるため，こちらも⚑段階目と同様にあらかじめ送付した手書きでも作成
できる指導案用紙を使用することも提示した。取り組み方については，動画アプリケーション Google
Meet と Google スライド資料(資料⚕)を用いて説明を行った。
⚓段階の⼦発表⼧は，動画アプリケーションGoogle Meet を使って行った。学生は⚕分間で立案した内

容を発表し，その後，担当教員より講評を行い，他の学生は，発表を見て，感想(気づいたこと・学んだ
こと)を提出した。また，担当教員からの助言(アドバイス)を基に，指導案を再考案し，提出した。
最後にペア部分実習指導案例(資料⚖)を提示し，更なる学びへと繋げていった。また，指導案作成に

あたっての相談手段・所要時間のアンケート(資料⚗)を行い，今後の分析資料とした。
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資料⚕ Google スライド資料⼦ペアで部分実習指導案作成の指導⼧
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資料⚖ ⼦ペア部分実習指導案例⼧
①初回提出版

②改訂版(下線は，変更箇所。筆者加筆)



教員から指導案への講評・配慮点
○全体的にとてもよくできています。特にねらいがよい。
○導入・製作の活動は子どもの欄に書き込む。
⨎カタツムリの甲羅とは表現しないので，殻と書く。
⨐カタツムリや雨の日のものなどのBGMを流すなどの雰囲気づくりをする。
⨒模造紙の絵をパーティーの絵にする。
⨔導入時からカタツムリがパーティーに行くという設定でペープサートを作ってみる。カエル，
ミミズも同様に。

⨖みんなで作り上げる～のねらいがあるので，みんなでパーティーに行きたいことも子ども達に
伝える。

⨘のりを使用するならおしぼりなどを用意する。
⨚時計の針が⚙を指したらという表現は⚖月の⚓歳児には難しいかもしれないので，時計の⚙の
ところにカタツムリのマークをつけるなど，子ども達がわかりやすい工夫をする。

LINE 電話と
LINE

LINE とその他
(ドキュメント・Zoom) 電話 電話と LINEと

Gmail その他

63.6％ 27.3％ ⚓％ ⚓％ ⚑％ ⚑％

資料⚗ ⼦相談手段・所要時間のアンケート⼧
・⼦ペアと相談する時はどのような手段を使いましたか⼧(複数選択可)

30 分未満 30 分くらい ⚑時間くらい ⚒時間くらい ⚒時間以上
授業
時間外 69.7％ 9.7％ 16.7％ 37.5％ 15.3％ 20.8％

授業
時間内 30.3％ ─

・⼦指導案完成までにどのくらい時間がかかりましたか⼧
⼦授業時間外も使った人はどのくらいの時間がかかりましたか⼧

〈振り返りレポートより学生の声を抜粋〉
○良かった点
・⚑人で考えて書くと，言葉が同じ表現になりがちだったり気付かないことが多いですが，ペアの
意見を聞くことで新しい表現の仕方や気づきがありました。⼦そんな言い方もできるんだ！⼧⼦そ
こを具体的に書くとわかりやすくなるんだ！⼧と今後の指導案の書き方に活用できる学びがあり
ました。

・相手と考えることによってアイデアが膨らんだり，工夫したほうが良いところなど意見交換が出
来たので，刺激を受けました。

・お互いの良いところを合わせ，できない部分はカバーしあえるそれがペアでの作成の良い部分でした。
○課題となる点
・オンラインでの作成はやはり難しかったです。相手の考えていることを読み取るのはかなり難し
いことなんだなと学ぶことができました。
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【考察】
指導案作成後のアンケート結果より相談手段と作成に費やした時間についての詳細が捉えられた。相

談手段の多くは日常でも頻繁に活用されている LINEであり，学生にとって最もスムーズに連絡が取り
合える手段だと考えられる。Zoom，Google Meet などの手段は，通信環境の制限や操作に不慣れなこと
もあり，学生には取り組みが難しかったとも考えられる。アンケートの相談手段に対しての質問項目が，
担当教員側と学生側の捉え方の違いがあり，担当教員側は，LINEを文字だけとして捉えていたが，学生
側は通話と文字の両方で捉えることもあった為，アンケート結果にそのことが反映された。また，実際
に発表することで，相手に理解しやすい指導案の内容を説明する方法を学び，これから保育者として子
ども達とともに活動する上での参考になったと示唆される。指導案作成と発表を通じて，授業のねらい
としていた⼦指導案を作成する中でコミュニケーション力を養う⼧ことについては，振り返りレポートに
もあるように，互いの良さを認め合うことや自分の課題を見つけるきっかけにも繋がり，良い刺激や学
びの場となったと考える。
発表時，教員側のみが指導案を見ていたが，学生側にも指導案を共有できると，より学びが深まった

のではないかと考える。また，発表後に他の参考となる指導案を共有し，さらなる学びへと繋げた。こ
れは⚔・⚕段階にも言えることである。

○⚔段階⼦個人で部分実習の指導案作成⼧，⚕段階⼦個人で部分実習の指導案発表⼧
【授業の取り組み】
⚑～⚓段階の学びを基に，個人で⼦教材を使用した設定保育内容⼧と⼦教材を使用しない設定保育内容⼧

の⚒種類の指導案を作成した。授業のねらいとしては，⼦⚑～⚓段階での学びを基に立案力・実践力を養
う⼧⼦子どもの気持ちを体験し想像力を養う⼧ことを主として計画した。
⚔段階の⼦指導案の作成⼧は，原則としてパソコンでの作成を予定していたが，インターネット環境が

整っていない学生のために，こちらも⚑～⚓段階目と同様にあらかじめ送付した手書きでも作成できる
指導案用紙を使用することも提示した。取り組み方については，動画アプリケーションGoogle Meet と
Google スライド資料(資料⚘)を用いて説明を行った。
⚕段階の⼦発表⼧は，動画アプリケーションGoogle Meet を使用した。模擬保育として保育者役と子ど

も役に分かれ，⚕分間で活動のポイントとなる部分の発表を行った。Google スライド資料(資料⚙)を用
いて，相手にどのように映るか等の発表方法にも十分配慮していくことを指導した。発表後は，担当教
員より講評を行い，他の学生は，発表を見て，感想(気づいたこと・学んだこと)を提出した。
最後に⚒・⚓段階目同様，個人部分実習指導案例・教材(資料 10・11)を提示し，更なる学びに繋げた。
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資料⚘ Google スライド資料⼦個人で部分実習の指導案作成の指導⼧
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資料⚙ Google スライド資料⼦個人で部分実習の発表指導⼧

資料 10 ⼦個人実習指導案例⼧



〈振り返りレポートより学生の声を抜粋〉
○良かった点
・個人でやることなので，当然最後の誤字のチェックや書き方の間違いがないかなど書くのも確認
するのも自分なのでその責任をしっかり持って作成することを学んだ。

・ここまで段階を踏んで学んできたからこそ，ようやく⚑人でも指導案を考えられるようになりま
した。いきなり指導案をつくりますと出されたらできなかったと思います。

・考えていることと実際に行うことではちがう部分があったり，発表することでしか気がつかない
こともあったため，頭の中で考えるだけではなくいろいろなことを試して実際にやってみること
が大切だととても感じました。物を作るときには子どもがどのようにしたら見やすいか，などひ
とつひとつ考えることが大事だと思いました。

・実際に子どもたちに話すような感じで発表したので，実習に行く前に良い練習の機会になったと
思います。また，他の人の発表を見て，展開の仕方だったり，子どもたちへの話し方や話す言葉
選びなど参考になる点が沢山あり，とても勉強になりました。

・他の人の発表を見るとき，子ども役になることで子どもの気持ちにもなれました。
○課題となる点
・子どもの前でやるのとみんなの前でやるのとでは全く違ってゆるゆるな雰囲気で発表になってし
まったので実習に行った時にどうなるのか不安。

【考察】
指導案作成においては，振り返りレポートにもあるように，自分で作成した指導案に対しての意識の

高まりや⚑～⚓段階の学びの成果が発揮されており，授業のねらいとしていた⼦⚑～⚓段階での学びを
基に立案力・実践力を養う⼧ことに繋がったと考える。
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資料 11 ⼦学生が作成した保育教材⼧



発表では，短時間ではあるが模擬保育として子ども達に向けて保育する気持ちで発表することにより，
年齢に応じた表情や言葉の表現・教材の選び方や見せ方等の工夫が必要であることに気づくことができ
ていた。さらに，オンライン上ではあるが子ども役となって模擬保育に参加することにより，子どもの
気持ちに近づくことができ，この授業のねらいとしていた⼦子どもの気持ちを体験し想像力を養う⼧こと
に繋がった。このことは，新たな課題発見にも繋がり，学外実習前の心構えや自信となったと考えられ
る。一方で，振り返りレポートにもあるように，学生らは子ども役になりきれない・子ども役として見
ることができないという模擬保育の難しさに直面した。模擬保育の取り組みは，オンライン・対面どち
らでの実施においても担当教員らの今後の内容検討が必要となる。

Ⅳ．全体的考察と今後の課題

〈振り返りレポートより学生の声を抜粋〉
○良かった点
・少し見本がある状態から自分で考えて書き，⚒人で意見を出し合いながら書くという順を追った
作成ができた。おかげで，自分の課題に気づくことができたり，他の人の発表を参考にしたりし
ながら最後の個人指導案作成にじっくり取り組むことができたので，とてもやりやすかったなと
思いました。

・いきなり全部の指導案を一人で書くには書く機会がなかったため不安でしたが一つ一つ難易度を
上げていくことによって分かりやすかったしこういう言葉がけが思い浮かぶよなと自分の考える
幅も増えた気がして指導案かけるという自信につながりました。

・先生方の顔を見て授業を受けることができてなんとなく不安がなくなって頑張ろうと思えたので
やっぱり顔が見える，表情が見えることはすごく大切なことなんだなと思いました。

・保育は，人と人との繋がりが大切になるものだなと今回とても感じました。発表で表情も画面越
しではわからなく，反応もワンテンポ遅れて聞こえたりしていて，直接の人と人との関わりがこ
んなに素敵なものだったのだなと思いました。だからこそ，実習で実際に子どもと関わることが
重要でそこでしか学べないことがあるのだなと思えました。

・ただただみんなの発表を凄いなと思って見てた。人数の多いクラスの良さを感じた。ここ真似し
たいと思うことが沢山あった。また人のを見て，自分ならこうして発表してみようとか，実習に
向けてためになった。

○課題となる点
・同じペアの子と連絡は取れるが会わない分，中々，意見をまとめたり，言葉だけで伝えることの
難しさを感じた。

・すぐ質問したいことがあったときに質問できない環境だったということが，とてもやりやすかっ
たとはいえない点。

・手書きで書く機会が減ってしまい，実習の時の指導案や日誌が上手く書くことができるか不安。
・人とのコミュニケーションが電話や LINEなど SNS だったのでやりづらかったです。
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大により，2020 年度前期をオンライン授業で行うことを余儀なく
され，演習系授業を担当する教員としてシラバスの内容での授業進行は不可能であり，どの様に授業を
進めていくかについて短期間で検討した。結果，授業の基本である複数人での指導案の立案経験を中心
に進めることとした。
演習系授業を例年通りの授業内容により近づけるため，⚑～⚕段階による指導案作成を実施した。学

生の授業評価は，⼦とてもやりやすかった：50.5％，やりやすかった：45.5％，やりにくかった：⚓％，
その他：⚑％⼧という結果であった。振り返りレポートには，⼨自信に繋がった⼩⼨考えの幅が広がった⼩⼨発
表をたくさん見ることができ，他の学生からの学び・吸収が多かった⼩という声が多くみられた。一方で，
オンラインでの環境によりコミュニケーションのとり方や手書きの機会が減ったことでの⼦やりにくさ⼧
を感じる学生もいた。
指導案作成に対して，難しさ・苦手意識を感じている学生は多いが，段階を踏んで指導案作成を経験

していったことにより，一つひとつの作成方法に対しての理解が深まり，発表などを通して多くの学生
からの学びが良い刺激となっていた。また，指導案作成で見つかった自己課題を次の段階での指導案作
成に活かしていくことで，自分自身の成長を目に見えて実感でき，自信にも繋がっていたと考える。し
かし，知識はあっても，実践経験の積み重ねが少ないと不安になるという学生の声もあった。自ら実践
して，成功・失敗体験を繰り返し，振り返りを重ねることで，自信へと繋げていけるものと考える。
オンライン授業に対しての知識が不足している中で学生同士・担当教員が身近に感じることができ，

少しでも対面授業に近い動画アプリケーション Google Meet での授業を試みた。振り返りレポートに
もあるように，多くの学生がオンライン上ではあるが担当教員や友だちの顔が見える・声が聞こえるこ
とでの安心感を持ち，学びを続けていく励みになったと感じていた。一方で，相談・発表時に反応が見
えず戸惑う声や，顔が見えないことで自分の考えを伝えやすいという声もあり，捉え方には個人差があっ
た。一人ひとり捉え方は異なるが，保育の場では，子どもや職員同士、更には保護者などと直接関わり，
信頼関係等を築いていくことが重要である。その為，顔を合わせ，相手の表情や反応を見て関わり方等
を学んでいけるような授業方法を取り入れていくことを今後も検討していく。
また，学生・担当教員共に初めての取り組みの為，通信環境の制限や使用方法(提示方法)の難しさに

直面した。パソコンでは，同時に複数の資料を閲覧でき，スムーズに入力できていたが，スマートフォ
ンでは，⚑つの資料しか見ることができない・入力できない等，支障があった。その為，事前に紙媒体
での資料を送付する等，考慮していった。授業方法では，原則として動画アプリケーションを利用した
双方向で行ったが，口頭で伝えるだけではなく，通信環境の制限がある学生や顔が直接見えない分，資
料での提示も考慮していく必要があった。今まで口頭で伝えていた内容を文字で伝えることは，表現の
仕方や提示方法等難しさもあったが，学生の反応等を基に，より伝わりやすい授業展開となるように試
行錯誤して，授業を進めていった。
オンライン授業を体験したことで，学生・担当教員共に，対面授業で子ども・学生・教員など他者と

の関わりから多くのことを学んでいたことを実感した。さらに担当教員としては今まで当たり前に行っ
ていた授業が実施できなかったことで，演習系授業での実践体験の必要性を再認識することができた。
今後も突発的な事態が起こり得る可能性は十分にある。その中でも，学びの機会を損なわず，どのよ

うな状況においても対応できる授業を計画していく必要性がある。感染予防対策を十分に行い，オンラ
イン・対面授業両方の特長を取り入れ，より多くの実践体験ができる授業の展開を今後の課題としてい
きたい。
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